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生涯学習教育研究センター長 弦 巻 克 二(文学音陪 識 化科日本アジア酷吾文化学講座鞭)

独 立行政法 人化 を前 に、

昨年 、本 学 の 「生 涯学 習

教 育研 究 セ ンター」 のあ

りかた を他 のセ ンター構

想 と絡 めて、「アジア ・ジ

ェ ンダー文化 学研 究 セ ン

ター」 との合同による 「男女共同参画社会をリー

ドする人材の育成」強化、或いは 「教育システム

研究開発センター」 との連携 による 「学校教育」

の総合的研究の取 り組みなどとともに、専任者の

配置の必要性などを述べた記憶があるが、平成16

年度の活動を振 り返ってみれば、結局、「中期計画」

に盛 り込まれた 「地域の国公私立大学等 との連携

強化」による 「公開講座」の充実が柱 となった。

従来の路線 に沿って開催 された 「女性のエンパ

ワメン トに関するシンポジウム」 「女性教員

のライフスタイルPartH」(平 成16年11月9日)

は、佐保会や教育学の諸先生の協力 を得て、記念

館が満席であった。教職経験 をもつ本学卒業生の

体験 を通 して、教育の現場 に立 とうとする教員志

望者のキャリア形成に資するとともに、女性教員

の抱 えている問題点が浮き彫 りになっていれば幸

甚である。女高師以来の伝統 を引き継 ぎ 「男女共

同参画社会をリー ドする人材の育成」 に広 く寄与

するようなシンポジウムを、キャリア教育や佐保

会との連携によって強化する必要性 を痛感 した。

平成16年 度の活動 として特筆すべ きは、放送

大学奈良学習センターとの共催 による二度の 「公

開講座」が、放送人学側との協力によって実施 さ

れたことであった。平成16年8月7日 開催の 「イ

ラク情勢を考える」は、テレビでも馴染みの放送

大学 ・高橋和夫助教授の講演が時宜を得ていたし、

平成17年2月19日 に開催 された文化功労者 ・中西

進先生の 「詩の永遠 「万葉集」について」は、

本学が日本の古代文化形成の研究拠点としてCO

Eに 採択 された記念事業の感もあって、申し込み

を途中で打ち切 らねばならぬほど多 くの方々が足

を運 んで くれ た。 さらに 「活字文化 推進会議 」 と

の共催 による平成16年6月12日 開催 の 「21世 紀

活字文化公開講座」が、作 家 ・林真 理了 氏の講演

と本学の鈴木広 光助教授 の講演で、 日本各地か ら

多 くの聴衆 を得 た こ とであ った。いずれ も著名 な

方 々に よる公 開講 座が好評 だ ったわけ だが 、「生

涯学習教 育研究 セ ンター」がその窓口であった。

一方
、3年 前 に始 まった学部横 断 的な、 当セ ン

ター主催の 「公開講座」 「青少年問題 を考 え

る」(平 成16年7月30日 開催)と 「奈 良女子 大学

の歴史」(同 ・9月25日 開催)は 、広報活動や時期

設定、聴講者の絞 り込みが うま くゆかず、講演者

に申 し訳 ない仕儀 となった。「青少年問題 を考える」

の総題の も と、高橋 裕子先生の 「未成年喫煙 をめ

ぐる諸問題」 も、浜田寿美男先生の 「学校 と子 ど

も い ま子 どもた ちの生 きるかた ち 」 も、

時宜 を得 たテ ーマであ る と自負 し、学校関係 者の

関心 をそそ るもの と して奈良県立教 育研 究所の要

請 に も応 えた ものであ ったが、参加者 は少 なか っ

た。広報活動の遅れ、時期設定の見 通 しの甘 さ等

が露呈 した。 「奈良女子大学の歴史」 に関 しては、

本学創立百年 を目前 に、 しか も独 立行政法人化の

第一年 目と して、同窓生や学生達 に是非本学の歴

史 を顧 みて もらい、新 たな一歩 をと期待 をこめ た

企画 であったが、9月25日 とい う、夏期休 暇中の

開催 とい う時期設定の誤 りが致命的であった。 「草

創期女了高等教 育の成立 と展 開」 とい う演題 で話

され た杉 峰英憲先生 と 「初期女高師 ・校長 と教官

の服装 について」話 された岩崎雅美先生 にお詫 び

したい。

当セ ンターで は、今後生涯学習のニ ーズの リサ

ーチ を徹 底 して行 う とと もに、継続的 に開講す る

テーマや、場合 によって は聴講者 を特定 した講座

等 も検討 してい きたい と思 っている。各部局 で も、

根 本的 に、今、公 開講座 として何 が必要か、地域

貢献 として何が可能か を、長期的展 望の もとに真

剣 に検討 していただ きたい と思 っている。
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小 田 切 毅 一(文 学部 人間行動科学科 スポーツ科学言鰹 教授)

国立大学法人化 に伴い

開始された地域貢献事業。

スポーツ科学講座で もこ

の2年 間、奈良県や奈良

市 と提携 しながら、「健康

な ら21Stepア ップ事業」 を展 開 している。いつ ま

で も元気歩行 を継続す るための健康 啓発 だが、ボ

ランテ ィア指導者 の 「サロ ン」 を開設 した ところ、

これ に参集 した メンバ ー は平成17年1月 現在 で

50～60代 を中心 とす る125名 になった。50代 の メ

ンバ ーは専 ら女性 が中心 で、60代 にな って男性 メ

ンバ ーが登場す るの は、彼 らが定年後 に初めて こ

の種の活動 に参加可能 になるためだ。

健康 の あ りがた味 は、 む しろ疾病 とか身体的機

能の低下や傷害 な どを契機 に して 自覚 し、体感す

る ものか も知れ ない。運動 を したら肩 こ りや腰痛

が治 った とか、食欲 が増 した とい った体験や体 感

が引 き金 になって、健康 に向 けての運動習慣 も生

活 に機能する ようになる ものだ。

奈 良県 と奈 良市の調査(平 成12年)を み ると、

た とえば 「運動す るこ とが生活習慣病予防 に効 果

があ ることを知 っている」 人は、40～50代 の奈良

市民 の場合 で、90.5%に も達 してい る。 またそれ

以前 に、 同年 代 の奈 良県民 の男 性814%、 女 性

85.8%が 、 「運 動不 足 だ と感 じて い る」 ようだ。

だが その一方で は、週2回 の1日30分 以上 の運動

を実施 してい る人、す なわち運動習慣 を有す る と

規定 され る人の割合 は少 な く、各年代 を平均 す る

と男性が14.7%で 女性 が13.8%に 過 ぎない。 も と

よ り若い世代 で は一段 と低率で、 この平均 値 は明

らか に60歳 代 の高 ま りに救 われ てい る。

こう した調査結果 は、身体や運動 にかかわ る教

養へ の 目覚 めが50～60歳 代 に至 って初 めて実 を

結ぶ、 といった ことを示唆す る ものか もしれない。

セカ ン ドライフへ の転換期 は、 だか ら身体や運動

の生 きた教養に目覚める絶好期で もある。「サロン」

に集 まって きたボラ ンテ ィア指導者達 は、 この時

期 に身体 的に自立 し、運動 を習慣化で きた教養人

と言 えるか もしれない。仕事か ら解放 され た余暇

生活 を意味あ る もの に したい。休養型 よ り積極 ・

追究型 を、必要 な らばその経験 にお金 をか けるこ

とも厭 わない し、時 には地域社会 に向 けたボラ ン

テ ィア活動 に も参加 で きる よ うに したい..等 々。

セカ ン ドライフを充実 して過 ごす ため には、 まず

身体 や運動 の教 養 に 目覚め るこ とが前提 なのだ。

少 な くとも普通 の平凡 な人 間に とっては、 自 らの

身体 に耳 を傾 け、運動 し行動す る体感 を楽 しめ る

ような、そんな生 きる力がそのための前提 になる。

考 え ようによっては、知 的な認識の対象 となる

教養 と身体 や運 動 を通 じて体 得 され る教養 には、

一種 の 「ズ レ」や 「不一致」が存在す るの か も知

れない。前者 を優先 させ て きた近代 人 のホモ ・サ

ピエ ンスへ の自負 には、養老孟司氏が指摘す るよ

うな、 身体や運動 の教養 を殆 ど無視 して きたこ と

に通 じる 「バ カの壁」 も顕在 だ。 身体 に耳 を傾 け

運動 し、行動す るこ とで得 られる体感 には、 もし

かす るとこの 「バ カの壁」 を低 くさせ る ような、

新 たな教養へ の手がか りが包含 されてい るか もし

れない。

奈 良県 や 奈 良市 と提 携 しなが ら、 「健康 な ら

21Stepア ップ事業」 を展 開 してきた この2年 間に、

元気 なボラ ンテ ィア指導者 の行動力 に圧倒 され な

が ら、 こんな事 を考 えた。 身体や運動 の教養 に目

覚 める事 こそ は、究極 的な生涯学習の課題 に他 な

らないのだ と気 づか される こととなった。

」
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遊 佐 陽 一(理 学部 生物科学科 個体'集団生物学講座 助教授)

世 は カル チ ャーセ ンタ

ーが 大 はや りで あ る。英

会話 、俳句 教室 、 フラワ

ー ア レ ンジメ ン トな ど数

限 りな くあ る。 なぜ カル

チ ャー セ ンターが はや る

のか。 これ を参考 に、大学の生 涯学習支援活動 に

は、 どの ようにすれば客が来 るのか を考 えるのが

本稿 の第一の 目的である。第二の 目的 は、限 られ

た時間の なかで、われわれ にどの ような生涯学 習

の支援 がで きるのか を考 えることである。

実際 にカルチ ャーセ ンター に通 う人々 にその 目

的 を聞 くと、友人 を作る、趣 味 を持 つ、技術 や資

格の取 得 などを挙げ る人が多いであろ う。 この う

ち友 人は人が集 まれば勝手 にで きるので さてお き、

趣味 と して、あ るいは技術 や資 格 と して、大学 が

何 を提 供で きるのか を考 えてみたい。例 えば古典

の読解 、英 会話 、パ ソコンな ど、 カルチ ャース ク

ールで行 われてい る多 くの ことは、実 は大学で も

開講で きる。 また、腐 って も権威 があ るので、人

学が何 か証 明書 を発 行 して資格認 定すれば、それ

はそれで意味があ ろう。修士号 、博士号 を授与 で

きれば さらに箔が付 く。つ ま り、 カルチ ャーセ ン

ター以上の ことをわれわれは提供 で きるのである。

なあんだ。

とす ると、 なぜ 大学 における生 涯学習支援活動 は

盛ん にな らないのか。 これはむ しろわれわれの側

に原 因があ る。本 来の仕事 である大 学や大学院 に

おけ る教 育や研 究活動 以外 に、各種 の学校 への出

前授 業、産学官連携 への取 り組 み など、法人化 し

てか らわれわれの業務は人 幅 に増 えた。その程 度

はすで に本 来の活動 に支障 をきたすほ どにな って

い ると個人的 には思 うが、それは ともか く、限 ら

れた時間の中で、いか にうま く生涯学習支援 を盛

り込 むか とい う感 覚 も必 要 になって くる。大 きな

大学であれ ば専任教員 をつ け、生涯学習支援 に専

念 させ るこ とも可能であ ろうが、 うちの ような小

さな大学では非常 に難 しい。

そ こで、生涯学習支援 などの社会的活動 と、本

来の業務であ る人学 ・人学院の教 育や研 究 とを密

接 に結 びつ けることが必要 になる。公開講座等で

学問の面 白さを広 く知 って もらい、ゆ くゆ くは聴

講生や大学院生 として入 って もらえるような筋道

を作 る。 もちろん入学 を義務付け るべ きで はない

が 、いわば体験入 学 として公 開講座 を活用す る。

あ るい は生 き物の調査 を通 して 自然 に親 しんで も

らい、ついで に研 究 に も親 しんで もらって、知 ら

ず識 らずの うちに研 究活動 に引 きず り込んで しま

う。つ ま り研 究活動 を通 したギ ブアン ドテ イクを

目指す 。 こうい うメ リッ トも積極 的 に考 えつ つ、

人学 にお ける生涯学習支援 を考 える必要があ るの

で はないか。

わた しの専 門分野でい うと、 ダー ウィンや南方

熊楠 をは じめ、多 くの偉大 なナチ ュラリス トが良

い意味での素人であ った。職業人 と しての生物学

者 にはない 自由な発 想が、彼 らの研 究 を独創的 な

もの に してい る とい うこ とは、 よ く言われ る。生

物の種数 は数限 りな くあ り、 またそ こらに普通 に

い る生 き物の生態 もほとんど分か ってい ない(誰

か ミミズの交尾 をよ く見 た ことがあ りますか?)。

したが って、生涯学習の プログラム を終 えた受

講生がで きるこ と、 なすべ きことは多い。巷 の カ

ルチ ャース クールで得 た もの とは違い、科学論文

は、 どんな出来 の もので も100年 単位 で残 るのだ。

この メリ ッ トを売 り物 に し、受講生 を募 るこ とは

可能 では ない か。た だ し、本 学 は女子 大で ある。

受講生の性別 は問 わないが、その後 どんなに大学

院 に入 って勉 強 した くと も、男性 は本学 に入学で

きない。そ うい う方 は、大変お気の毒ですが、京

大か阪大 の大学 院にで も進学 して くだ さい。
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吉 原 千 賀(生 活環境学部 人間環境学科 生1舌文化学講座 助手)

あ る週 末 、公共 図書館

に出か け た。休 日とい う

こ と もあ り、多 くの人 々

が入 り口で 開館 を待 って

い た。 そ こに は子 ど も連

れ の若夫 婦 、友達 同士 で

来た 中高生、 テス ト前 らしき大学生、休 日に もか

か わ らず背広 を着 たビジネスマ ン、そ して杖 をつ

いて待 つ高齢者 … 。何 と幅広い年齢層の人 々

が一堂 に会 してい るんだろう。開館 を待 ちなが ら

しば しその様子 を眺 めていた。

生涯学習 とは、幼児期 の学習 ・教育 には じまり、

学校での学習 ・教育、社会人(老 後 も含めて)と

しての学習 ・教育 と、生涯 にわたる学習 ・教育 を

総括 した言葉 だ と言 う。その意味で、先の光景 は

まさに 「生涯学習」の道す じを体現 してい ると も

言 えよう。 とりわけ長寿高齢化の現代 で は、高齢

社会対策 として 「社会参加活動の促進」 とならん

で 「生涯学習社会の形成」が挙 げられ るな ど、生

涯学習 は しば しば長期化 した 「第二の人生」 をい

か に生 きるのか といった高齢者の生 きがい と関連

づ けて議論 される。

数年前、あ る老人会ヘ アンケー ト調査 に出か け

た時の こ とで ある。調査 に協 力い ただい た後、当

時大学 院生 だった私 に対 し、 「せ っか くの この機

会 に大学で どの ようなこ とが研 究 され てい るのか

何で もいいのでぜ ひお話 して くだ さい」 とか、「わ

れ われ年寄 りの こ とを若い学生 さんた ちは どう考

えて いるのか、 どう見て るんや ろうか」 とい った

声が 聞かれ た。 また別 の老 人会 では、 「小学校 で

楽器 を演奏 させ て もろうて、了 どもたち も楽 しそ

うに して くれ てて。で も、あ なた ぐらいの学生 さ

ん と接 す るこ とって最近あ ったか しら」 と。昨年

秋の本学での公開講座 におい て も、 ち ょっ とした

問の時 間にお手伝いの学生 たちに対 してとうとう

と話 し始め る方 がお られた り、 「最 近 の学生 さん

はこんな密度 の濃い講義、 どんな風 に勉強 してい

るのか しらね。 きっ と有難味が わかってないわね」

との厳 しい言葉 を投 げかけ られる方 もお られた。

高齢者 たちは、人学 でなされている研 究や講義

につ いて人 きな関心 を寄せ ているのは もちろんの

こ と、 もう一方で は大学生 ・大学 院生 といった若

い学生 たち との関わ りに も興味 ・関心が あるので

はないだろうか。平成16年 版の 『高齢社会白書』

に よれ ば、地域 の様 々な社 会教育 活動 では、「高

齢者 の生 きがい を高 める とともに、各世代が高齢

者 との交流や高齢化問題 についての学習 を通 して、

高齢社会 につい ての理解 を深 める役割 を果 た して

いる」 とい う。 しか し、 ここで いう 「各世代」 の

中で も高齢者(も っ と言 えば地域社会)と の関わ

りが薄い世代の一 つが人学生 ・人学院生であろ う。

高齢者 との関わ りを通 じての高齢社会への理解が

しに くい世代 ともいえる。核家族化 による祖父母

世代 との同居率 の低下 を挙 げるまで もな く、高齢

者 と学生世代が 日常的 に関わる機会が少 な くなっ

てい る。

大学 では、生涯学習 の場 として社会 人の受 け入

れが進 んでい るが、最近で は特 に高齢者 を対象 に

した 「シニア枠」 を設 ける大学 も出て きてい るよ

うである。高齢者 たちは 日常 どんなこ とを話題 に

し、考 え、生活 しているのか。逆 に学生 たちは ど

うなのか。 「生 きが い」、「高齢化 問題 について の

学習」 といった大 それた形 でな くとも、高齢者 も

学生 も日常 的な相互 の関わ りを通 して 、「どう老

いるのか」 とい う誰 もが避 けては通れ ない問 いを

現実味 を持 った もの と捉 え、取 り組 んでい くこ と

が可能 になるので はなかろ うか。 この よ うな場 を

提供す るの も、大学 な らで はの生涯学習教育 のあ

り方か もしれ ない。

」
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生涯学習教育研究センター主催公開講座

1都鯛髄考える1骸好大勃歴姑
生涯学習教育研究センター長 弦 巻 克 二(文 学部 話 文化科 日本アジア言言吾文化学誕 鞭)

一昨年度から、各部局で行う専門的公開講座 に加えて、より人局的、学部横断的見地や社会 ・

地域のニーズを加味 した公開講座を当センター主催で実施 してきた。

今年度は、健康増進法の施行や青少年犯罪の低年齢化にもともなう諸問題 について、喫煙や

青少年の抱える課題 を中心に、7月30日(金)に 「青少年問題 を考える」として開講。また、奈良

女子大学創立百周年を目前に控えて、法人化 された本学の歴史を再考すべ く、9月25日(土)に は

「奈良女子大学の歴史」を女子教育や服飾史の観点から講演いただいた。

7月30日(金)13時05分 ～14時35分

『青少年問題を考える」

奈良女子大学保健管理センター 所長 高橋 裕 子

了 ど もが タバ コ をや

め られ ない の は、 お と

な と同様 にニ コチ ン依

存 に陥 って い るた め で

あ り、 治療 対 象 とす べ

き疾 患 で あ る。小 学 校 「

か ら高校 、専 門 学校 ま"

での19,329名 を対象 と し

た2003年 の兵庫 県淡 路

医師 会の調査 に よる と、 ノ

初めての喫煙経験 に関 して小学校1年 以前 と答え

た ものが39.3%(66/168)と なっている。2000

年度未成年者 の喫煙行動 に関す る全国調査(厚 生

科学研 究)で は高校3年 生で毎 日喫煙す る者 は男

子生徒25.9%、 女了生徒8.2%と 平成8年 に実施 さ

れた同様 の調査 と比較 して増加 し、特 に女子生徒

の喫煙 は約2倍 に増 加 していた。1996年 か ら未成

年の喫煙 に対 して禁煙治療 を提供 して きた。1999

年の 日本国内でのニ コチ ンパ ッチ使用認可 、 さら

に2003年 か らの未成年専 用 の携 帯 メール に よる

無料禁煙サポー ト(禁 煙ジュニアマラソン)の 提

供開始等により未成年の禁煙治療は以前よりたや

す くなったとはいえ、本人周囲ともに努力のいる

作業である。何 より大切 なことは吸い始めないこ

とであ り、喫煙防止教育 と喫煙 しにくい環境の整

備が重要である。奈良女子大学の地域貢献特別支

援事業 を基盤 に、奈良県においては2003年 から

絵本教材 「グッバイモクモク王さま」を用いた小

学校1年 生への喫煙防止教育が、さらに2004年 か

らは 「学校を軸 とした禁煙化 プロジェク ト」(タ

バコゼロプロジェク ト)が 発足 し学校構成員、保

護者への禁煙治療の提供 も含めた学校 ぐるみの禁

煙サポー トが提供されているが、学校敷地内禁煙

化の推進が待たれるところである。

7月30日(金)15時00分 ～16時30分

『青少年問題を考える』
文学部 教授 浜田 寿美男

いま、了 ど もたちをめ ぐって様 々な問題 がマス

コ ミを賑 わせ てい る。不 登校やい じめ、校 内暴 力

や学級崩壊、はては学校 内で子 ども同士 の殺 人 さ

え起 こる。そ う したなか 「子 ど もは変 わ った」と
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を囲 む状況 の側 である。た とえば了 どもた ちはい

ま、小 ・中 ・高 ・大 とい う学校制度 の梯子 をよ り

高 く、よ り効率 的 に上 るこ とを求 め られ、それ に

よって将来 を保証 され るかの ように思 わされてい

る。結果 として学 びの意味 はその制度 の内 に閉 じ

られ、子 どもたちは学 びが 開 く実質的 な意味の世

界 を見失 い、学 びその ものか ら逃走 をは じめてい

る。子 ど もたちの生活世界 が混乱 しは じめてい る

の は、こ うした背景 の なかで の ことであ る。この

現実 を見 きわめ る 「了 ど も学」の樹立 がい ま緊急

に求め られている。

い う言 説 が さか ん に流

れ る。 しか し生 き物 とい

うレベ ルで見た とき、人

間が、あ るい は子 どもが

変 わるのは、数千 年、数

万年の単位 の こ と。数十

年 で 変 わ る こ と はあ り

えない。とすれば変わ っ

た の は子 ど もそ の もの

で はな く、む しろ子 ど も

9月25日(土)13時05分 ～14時35分

『奈良女子高等師範学校
と奈良女子大学」

文学部 教授 杉峰 英憲

今日、全国の国立大学

には、各大学の学問的特

質や地域的特性 を基盤

にした教育 ・研究の質的

充実や個 性化が強 く求

め られている。本講演の

趣旨は、本学の前身であ

る奈良女子高等師範学

校の特色あ る伝統 をふ

まえ、今後、奈良女子大

学はどうあるべ きかについて、女高師の卒業生 と

女了大学の卒業生 との比較調査研究を基に、積極

的な女子大学改革構想の方向性を探 るところにあ

った。

調査結果からは、女高師の卒業生たちも女子大

学の卒業生たちも、奈良女了大学 に、教育 ・研究

面の国際化、並びに男女共同参画社会をリー ドす

る人材育成を期待 していることが分かっている。

こうした期待は、通 り一遍のように響 くのでは

あるが、講演では、データの共分散構造分析結果

を紹介 し、卒業生たちのこの意向性は、戦前、戦

中、戦後を通 じて揺れ動 く女了高等教育の理念の

実質的 ・実際的 ・社会的な側面から紡 ぎ出された

歴史的意向性であ り、女性の現実的生活に根 ざす

重みを持つものと考えられることを指摘 した。

9月25日(土)15時00分 ～16時30分

『初期女高師校長と

教官の服装について』
生活環境学部教授 岩崎 雅美

記念館の二階には初代

と二代 目の校長の乾漆像

が置かれているが、両者

とも大礼服の服装である。

大礼服は三代の校長 まで

着用 された。その上衣は

立襟付 きの燕尾服形、下

衣は襟無 しの短いチョッ

キ、袴は側章付 きのズボ

ンで、材質は全て黒羅紗

である。他に剣帯付 きの剣 と駝鳥の羽で縁取 られ

た帽子が加わる。刺繍は全て金のモール糸で、五

七の桐紋を取 り入れた唐草文様、ブレー ド(縁飾 り)

は電文(雷 文)で ある。初代校長の喉下 には勲三

等瑞宝章(中 綬)が 吊 り下げられ、二 ・三代 目の

校長の右胸下には少 し人 きな勲二等瑞宝章の勲章

がつけられている。「文武高等官官等表」によると、

文部省直轄諸学校の校長は五等か ら二等の範囲に

あり、二等は勅任官である。文部省直轄諸学校(明

治26年8月 勅令第86号)は39校 あ り、奈良女高師

も含 まれている。ゆえに女高師の校長は高等官二

等の勅任官 として大礼服の着用が許 されたのであ

る。このように女高師の権威は校長の服装にも表

現されていたのである。

」
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女性のエンパワメントに関するシンポジウム報告

丁女性教員の ノイフLク イルユ
Paゴ 主」1

杉 峰 英 憲(文 学部 人間行動科学科 教育文化情幸瞠講座 教授)

本 年度 の シ ンポ ジウム

は、 昨年度 のテ ーマ を引

き継 ぎ、 そ の 「PartrI」

と題 して、平成16年11月

9日 、本 学記 念 館 の講 堂

で行 なわれ た。昨 年度 と

ほぼ同様 に、教職の経験 を持つ本学の卒業生にパ

ネリス トをお願い したが、本年度 は、現職教員に

加うるに、退職された教員で、現在人学で研究生

活を送ってお られる方々をお招 きした。それは、

本年度の課題が、ライフスタイルの背景 にある潜

在的な女性観、ジェンダー問題へのスタンス、な

どに光を当て、そこから本学の女子大学としての

存在 を問い直す試みにあったからである。

パネリス トは、岩崎紀美了(元 三重県 ・大阪府

立高等学校教諭、現本学博士後期課程研究生)、

永曽義子(奈 良女子大学附属中等教育学校教諭)、

橋本陽江(兵 庫県立姫路ろう学校教頭)、 松井玲

子(元 枚方市立小学校教諭、本学 ・京都外国語大

学 ・種智院大学非常勤講師)、 和田貴代(大 阪府

松原市立第三中学校教諭)の 各先生方であった。

人間らしく生 きることへ向かって、「世間一般

の しきた りへの挑戦」 として自分のライフスタイ

ルをお話になった岩崎先生、女性が仕事 を持つこ廻

との意味 を 「楽 しく生 きる」 とい う観点か らお話

になった永曽先生、女性教 師の 「生 き甲斐」 を逆

説的 な表現で語 ってお られた橋本先生、文化 的行

動様式 を担い 「素直 に生 きる」 ことの 中にあ る出

会 い を体 験的 ・感動 的 にお話 になった松井先生 、

熱 中 して生 きる とい う生 き方の中 に、人か らのエ

ネルギ ーを受 け とめ、女性教師 と しての 自分 を発

見 してい くプロセス をお話 になった和 田先生、諸

先生方の こう した様 々 な切 り口か らの迫力あ るお

話 は大変示唆深 い もので あった。

また、参加 した150名 を超す学生 の方 か らの質

問 も多 く出 され、パ ネリス トの先生方の生 き方の

中にある本質的な 「よろ こび」 とは何であるのか、

あ るい は、 これ までの生活の 中で 「一番大切 に し

て きた もの」 は何であ ったのか等の考 えさせ られ

る問いが出 された。

今回の シンポジウムの成果 は、教 員養成 にお け

る開放性の原則の基、教職の世界 に広 く諸学問の

成果 を導 き入れ るとい う総合大学 と しての本 学の

課題の認識が深 まった こ と、並び に、 この課題の

実現 は、本学が女性 をエ ンパ ワメ ン トしてい くと

い うこ とに供応 してい る とい う実感 とと もにあ る

とい うことの確認 であった。
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燗 文化研究科燗 環境学専攻旧生 河 鴎 麻 尾

今回の このシンポジウムで強 く感 じたことは、女

性のた くましさである。教 師を経験 なさっている女

性だけがそ うだ、というわけではないのだろうが、5

名の先 生方 は皆 、た くま しく生 きてい らっ しゃた。

現在 の厳 しい就職活動の様子 を間近で見て 「女 なん

だか ら…」と少 し逃 げ腰 になっていた私 は、話 を聞

いて、頭がグラグラした。一 自分は今後 どの ように

生 きてい くべ きなのだろう。

結女昏 出産後 も、みな さん仕事 を続 けてい らっ し

ゃる。私の母 も教 員で、5名の先生方 と同様 、結婚 ・

出産を経験 し、今 も現役で国語の教師 として働 いて

い る。また、知 人に、教員 を退職 した現在 もい きい

きと趣味 に興 じていらっ しゃる女性が大勢いる。や

は り、一生涯仕事 を続 けたい と思っている女性 には、

教師 とい う仕事が適職 なのだろう。

女性の社会進出 に否定的 なジェンダー観が強い

時代 を生 きて きた女性の一人である岩崎先生 は、強

い信念 を持 ち、それ を生涯にわたって貫 き通す強 さ

を持 ってい らっ しゃった。「生 きたい様 に生 きる。」

岩崎先生の この言葉が、私の心 に重 く響 いた。偶然

私 も先生 と同 じモ ッ トーを抱 いているのだが、先生

のバ イタ リティーにあふれ る行 動力 には圧倒 され

るばっか りで、同 じモ ッ トーであってもその言葉の

重み は比較 にな らない。結婚 ・出産、夫 の転勤 な ど

で生活パターンの変更 に迫 られた とき、「女だか ら…」

と考 えるのではな く、世間の風潮に縛 られず に自分

の気持 ちに素直 に従 って行動 なさって きた先生方

の生 き方は、人間 として尊敬す るところが多い。
"幸せ"の あ り方は人によ

って異 なる。必ず しも、

社会の先頭 に立ってバ リバ リ働 き、仕事 も子育 て も

両立 してい くことだけが女性の幸せではないだろう。

今回、5人の先生方のお話 を聞いたことは、自分の人

生 ・生 き方 を再度 じっ くりと考 えてみ る良い契機 と

なった。そ ういう意味 でこの シンポジウムは、とて

も有意義であ ったと思 う。

理学部生物学科旧 生 渡 邊 陽子

シ ンポジウムに参加 し、思 った ことが ある。「女

性 と教職」について書 こうとしているわけだが、そ

れは人によって、様 々であ るということだ。バネ リ

ス トのある方 は、「若い人 を教 育する ことは、素晴

らしい ことだ と思 って教師 になった。」そ して もう

一 人の方は こうだった。「教 師に胡散臭 さを感 じて

い たが、敢 えて、自分 に挑戦する ような形で、教 師

という職業 を選 んだ。」お二 人の教 師 になった理 由

は全 く違 ってい る。しか し、「教 師」とい う同 じ職業

についている。

私は、教 師 という仕事 を、他 にいろいろある仕事

よりも身近 に感 じている。それは、私 の母 も昔教 師

を していて、その時の話 をいろいろ聞かせ て もらっ

ているか らだ。

しか し母 は、小 学校 か ら中学校 に変わ り、数年後

に教師の仕事 をやめている。それはやは り、仕事 と

家庭 が両立で きない と感 じたか らだそ うだ。今 日の

シンポジウムの中で、女性だか ら、といる理由で辛

いこともあったとい う話があったが、それでもまだ、

他の職場 よりは男性 と女性 は同等 だという。しか し

同 じだか らこそ、大変なこ とも出て くるそ うだ。例

えば、同 じ学年 の先生達 の中で も、若 い独身の男 の

先生や、了供が いる女 の先生 など様 々だ。様 々であ

るけれ ど、生徒 であった私た ちの 目か ら見 れば、独

身でも家庭 を持っていて も、先生は同じ、先生なのだ。

私が中学生だった ときの担任の先生は、担任 を持つ

のは初めて、とい う独 身の若い先生 だったけれ ど、

その熱意 のある姿 は生徒で ある私 たちに もはっ き

りと伝わってきた。家庭や、子供を持っている先生は、

もちろん、家 に帰 った ら家事や子供 の世話 などをし

なければいけない。そ うや って、やるこ とはいろい

ろあるのだけれど、前 に挙げたような先生 とも同 じ

学年 としてや っていかなければな らない。

しか し母 は、教 師 を辞 めた後 も、家庭教師 な ど、

なにか しら 「教 える」という仕事 に関わってきている。

人 と接す るという点で、思い通 りにならないことも

た くさんあるが、それで も、「分かった」と言 って く

れた ときの嬉 しさは格別だ とい う。子供の成長 に関

わってい くということは、こわいこと(責 任がある)

でもあ り、嬉 しい ことで もある。

私は今 の ところ、教 師にな りたい とか、はっ きり

と思 っているわけではない。む しろ、自分 は何 かを

教 える とい うこ とには向いていないの ではないか

と思 う。しか しパ ネリス トの方の 「自分 を変えるた

めに教師 になった」とい う言葉が心 に残 っている。

向いていない と思 って最初 か ら諦めるので はな く、

い ろいろこれか ら考えてい きたい と思 う。

」
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放送大学奈良学習センターとの共催による

生 涯 学 習 公 開 講演 会
昨年度、新たに地域の国公私立大学等 との連携強化の一環 として、放送大学奈良学習センター

と奈良女了大学が共催 し、年二回の 「生涯学習公開講演会」や「シンポジウム」を実施することが

石川實放送大学奈良学習センター長と当センター長との問で合意 されました。両者が協力 しての

講演会やシンポジウムが、地域の人々の生涯学習に対する興味 ・関心を啓発 し、生涯学習意欲の充

実に寄与することになれば幸いであると思います。

生 涯 学 習 公 開 講}頁 云
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記念すべき第一回「生涯学習公開講演会」は、石川實放送大学奈良学習センター長の尽力により、平成16年8月7日(土)本

学記念館において、放送大学助教授・高橋和夫氏の「イラク情勢を考える」をテーマに約160名 の参加者を得て開催いたしました。
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第 二 回 「生 涯 学 習 公 開 講 演 会 」は文 化 功 労 者 ・中 西 進 氏(京 都 市 立 芸 術 大 学 長 、奈 良 県 立 万 葉 文 化 館 長)を 迎 えて、平 成

17年2月19日(土)本 学 講 堂 において、「詩 の永 遠 「万 葉 集 」につ いて」をテ ーマに約350名 の 参 加 者 を得 て開催 いたしました。
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奈良県社会教育センターとの共催事業
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奈良女子大学生涯学習教育研究センターでは、

平成11年 度 より、奈良県社会教育センターの主催

の もと、県内国公私立大学 との共催 により、「奈良

県生涯学習カレッジ(平 成15年 度の 「生涯学習大

学特別講座」を改称)」を実施 しています。これは、

世の中の急速な変化 に伴い、県民の生涯学習に対

するニーズ も多様化 ・高度化の傾向が著 しくなっ

たことを受け、これらのニーズに応えるべ く高等

教育機 関の所有する「専 門性」と奈良県社会教育

センターの持つ生涯学習推進のための諸事業との

融合を図 り、県民 により質の高い生涯学習研修機

会を提供するためのものです。

奈良女子大学生涯学習教育研究センターでは、

毎年度下記の とお り講演 を担当 してお り、平成17

年度以降も協力を続け、地域 との連携による生涯

学習教育研究体制のネットワーク化を推進 してい

きたい と思い ます。

参加対象:県 内在住 ・在勤者

募集人数:100名

久保博子 生活環境学部助教授 講演風景

■ 本 学 担 当 講 義 テ ー マ ・講 師

平 成11年 度

「歴 史 の 中に探 る生 涯学習 と総合学 習」

山 田 昇 名誉 教授(奈 良女子大学生涯学習教育研究センター長〈当時〉)

平 成12年 度

「島 々の くら しか ら学ぶ教育 力」

長 嶋 俊 介 生 活環境 学部教授(奈 良女子大学生涯学習教育研究センター長〈当時〉)

平 成13年 度

「生涯学 習 の思想 」

伊 藤 一 也 文 学部助教 授

平 成14年 度

「衣生活 の創造 一 ピー シ ング とキル テ ィングー」

岩 崎 雅 美 生 活環境 学部教授(奈 良女子大学生涯学習教育研究センター員〈当時〉)

平 成15年 度

『複雑系 』一偶 然 と必然 をめ ぐって一」

角 田 秀 一郎 理 学部教授(奈 良女子大学生涯学習教育研究センター長〈当時〉)

平 成16年 度

「健 康 ライ フのた めの睡 眠環 境」

久 保 博 子 生 活環境 学部助教 授(奈 良女子大学生涯学習教育研究センター員〈当時〉)

」
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平成17年 度公開講座開設予定一覧
講 座 名

生涯学習と大学

初心者のための

情報セキュリティ講習会

教職員のための
夏の公開講座

数学へようこそ

パソコン活用 講座
～プレゼンテーション～

パソコン活用講座
～文書 ・表計算～

共生と寄生
～生物 同士の様々な関係～

遊 ぶこころ ・遊 べ るからだ
～新 しい健 康 スポーッを求めて～

生活と健康

はじめての画像編集

宇宙の中のミクロの世界

開 催 日 時

平成17年

6月25日(土)

14時 ～15時30分

平 成17年

7月16日 幽

9日寺～15日寺

平成17年

8月1日(月)

13時 ～16時30分

平 成17年

8月18日 休)・19日(金)

10日寺～16日寺

平 成17年

8月21日(日)

10日寺～16日寺

平 成17年

8月27日(土)・28日(日)

10日寺～16日寺

平 成17年

8月27日(土)

10日寺～17日寺

平 成17年

8月27日(± り・9月3日(±り

10時 ～16時30分

平 成17年

9月24日 仕)・10月1日 幽

10日寺～15日寺

平 成17年

10月2日(日)

10日寺～16日寺

平成17年

10月2日(日)

13時 ～16時15分

受講対象

般

一 般

教 員

一 般

教 員

一 般

教 員

般

般

一 般

教 員

般

般

一 般

教 員

高校生

募集人員

200人

50人

40人

100人

50人

20人

40人

50人

50人

20人

50人

担当部局

生 涯 学 習 教 育

研 究 セ ン タ ー

TELO742-

20-3067

理 学 部

TELO742-

20-3428

附 属 中 等

教 育 学 校

TELO742-

26-2571

理 学 部

TELO742-

20-3428

総 合 情 報 処 理

セ ン タ ー

TELO742-

20-3251

総 合 情 報 処 理

セ ン タ ー

TELO742-

20-3251

人 間 文 化 研 究 科

TELO742-

20-3208

文 学 部

TELO742-

20-3328

生 活 環 境 学 部

TELO742-

20-3498

総 合 情 報 処 理

セ ン タ ー

TELO742-

20-3251

理 学 部

TELO742-

20-3428

備 考

放送大学

奈良学習
センター

との共催

部局開講

奈良県立

教育研究所

奈良県立

教育研究所

奈良県立
教育研究所

部局開講

部局開講

部局開講

部局開講

部局開講

部局開講

★上記公開講座の受講を希望される方は、各担当部局までお問い合わせください。
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